
        

 

 ゴールデンウィークに入りました。休み中の天気はあまりよくない予報が出ていますが、家庭や地域で楽

しく過ごしていただければと思います。 

ただし、春先は一年の中でも事故が多い時期ですので、十分気を付けられてください。「事故なんて、そう

あるものではない」「自分は大丈夫」ではなく、「万が一・・」という考え方を大切にされてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご来校、ありがとうございました 
２８日（金）の授業参観、学級懇談、PTA総会へのご参加ありがとう 

ございました。子どもたちの様子はいかがだったでしょうか？みんなの 

前でドキドキしながら発表する姿。友だちと声をそろえて音読する姿。 

解き方を自分なりに考えて友だちと話し合う姿。なかよく運動する姿な 

ど、子どものいろんな輝きが見られたことと思います。がんばったお子 

さんをしっかり褒めてあげてください。また、学級懇談の中では今年度 

の取り組みやお願い等の話があったことと思います。（私もPTA総会で 

話をする機会をいただきました）子どもの成長のために学校や学級の取 

り組みにご理解とご協力をお願いします。都合が悪かった方には担任か 

ら資料を配布しますので、ご覧ください。 

■■私からはこんな話をさせていただきました■■ 

本日の授業参観、いかがだったでしょうか？子どもたちの一生懸命の姿、楽しむ姿はとても素晴らしいものです。

ただ、学校で見せるその姿の裏に保護者の皆様からの日頃のご理解・ご協力があるからこそと、心から感謝申し上

げます。 
さて、学校の第一義は「全ての子どものために」です。本校は全ての児童が安心・安全、そして楽しくすごせる

学校を目指しております。 

この３年間、コロナ禍によって様々な行動が制限されました。途中に長い休校があり、開校した後も子どもたち

にとって楽しい活動が十分にできない期間が続きました。そんな経験を通し、私は「学校は友だちや様々な人と関

わり合うことができ、経験を通していろんなよさや自分の成長を実感するすばらしい場所」だとあらためて痛感し

ました。 

人の関わりって温かく、楽しいものです。ただ、集団で生活しますので、時には自分の思う通りにならないこと

やトラブルも起こります。もちろんない方がいいのですが、子どもにとってはその一つ一つが「どうすれば解決す

るか・避けられたか」の学びとなり、経験を通して成長していきます。学校ではトラブルとなった双方から話を聞

きます。子どもですから記憶違いや叱られないようにちょっとだけ自分にいいように言うこともあります。それが

子どもです。ですから、学校では周りの子どもも含めてしっかり話を聞いて判断し、丁寧に対応していきます。こ

のとらえ方に保護者の皆様も賛同をいただき、自分の子どもが言うことだけで判断せず、冷静に見守っていただけ

たら幸いです。 

５月８日から新型コロナウイルスが第５類の分類となります。学校では感染防止には引き続き留意しながらも、

活動範囲を広げていく予定です。皆様には子どもたちのよりよい生活、よりためになる活動のご協力をいただきま

すようお願いいたします。保護者、学校、地域が力を合わせることで教育力は増します。清水小の全ての子どもた

ちが安心、安全で楽しく過ごせますよう、一年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

個人情報保護のため、写真は鮮明度を落として掲載しています 

令和5年５月１日 
  文責：藤芳 秀樹 

〇交通事故防止…信号を守って横断・交差点での左右確認の基本を、家庭で今一度確認してください。 

そして、自転車に乗るときは必ずヘルメットを。（万が一の際、命を助けてくれます） 

〇水難事故防止…海や川、ため池等は子どもだけで遊ばない。ひざ下くらいの深さでも危険は潜んでいます。 

〇心と体の健康…大人も子どもも心がきつくなった時は、安心メールでご紹介した「相談先」に早めに相談

されてください。また、規則正しい生活もよろしくお願いします。 


